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■学校支援本部ってなんだろう新聞の発行にあたって■
この新聞は、本部関係者のほか、教職員、ＰＴＡを対象に発行していきます。増刷は大歓迎です。
また、お読みいただいた皆様から寄せられる声をエネルギーとして、年三回発行していきます。ちょっとイイ話、困

ったこと、提案など、どしどしお寄せください。

小中学校の教員と地域コーディネーター

の「連絡学習会」、初開催！（詳しくは裏面を）

「すぎなみ地域コム」
http://www.sugi-chiiki.com

【杉並第一小学校】が文部科学大臣表彰を受賞！！

「すぎなみ地域コム」で情報発信中

「すぎなみ地域コム」は、地域で活動する団体

のイベント案内や活動紹介を広く発信する地域活

動の情報サイトです。

学校支援本部でも、このサイト内にホームペー

ジを開設するところが続々と出てきました。

教育委員会では、安心して積極的に取組んでい

ただけるよう、「学校支援本部におけるホームペー

ジの利用に関する基準」を定めました。

今後、益々活発な情報発信が行われていくと思

われます。ぜひ皆さまものぞいてみてください。

平成 24年度優れた「地域による学校支援活動」推進の文部科学大臣表彰に、杉

一小の学校支援本部、放課後子ども教室及び学校運営協議会が選ばれました。

同校では、①朝の始業前の時間を活用して、地域住民が全クラスの朝学習を担当。

②就学直前の子どものための小学校体験。③保護者・教師・地域が同じテーブル

を囲み、夢を語り合う「杉一共育＜ともいく＞シンポジウム」など、地域が一丸

となって学校を支える体制作りを進めています。



中学校の分区単位（４分区）で、小中学校の≪主幹教諭≫と、

学校支援本部事業実施にあたって連絡調整の要となる≪地域コーディネーター≫が、

「家庭・地域・学校が協働し、共に支える教育」の実現を目指し、意見交換しました。

中学校第二分区地域

[対象校] 西田小・桃二小・荻窪小・高井戸小・

高二小・高四小・松庵小・浜田山小・

富士見丘小・高井戸東小・久我山小・松渓中・

神明中・宮前中・富士見丘中・高井戸中・西宮中

[主な意見]

◆昨年は 50周年だったが、その時も同窓生を 10人
ほど集めてきてくださって話を聞くことが出来た。

●若手の教員も増えている。そこで、そうした教員

への地域目線の支援があったらいいのではないか。

◆丸投げをしてはならない。教員とコーディネータ

ーが細やかな打合せをして授業を進めねばダメ。

◆来年度から「生き方教育」を取り入れなければな

らないので、地域との交流を行ってその学習につな

げていきたい。

中学校第四分区地域

[対象校] 杉一小・杉二小・杉三小・杉四小・

杉六小・杉七小・杉八小・杉九小・杉十小・

東田小・馬橋小・高円寺中・高南中・杉森中・

阿佐ヶ谷中・東田中・東原中

[主な意見]

●放課後補習の英語と数学の講師として地域の方が

関わっている。生徒の参加は、学校が生徒に参加を

進めるようになっている。

◆職場体験等も本部に依頼できることを知った。

●守秘義務等、サポーターの心得を伝えて、サポー

ター導入することを徹底している。

◆誰に何を頼めるかということを整理したい。ＰＴ

Ａも関わってくれているので、支援本部との役割分

担を考えながらお願いしたい。

◆年度始めに支援本部の方々と顔合わせをする。

中学校第一分区地域

[対象校] 桃一小・桃三小・桃四小・桃五小・

沓掛小・井荻小・三谷小・四宮小・八成小・

天沼小・天沼中・中瀬中・井荻中・井草中・

荻窪中

[主な意見]
●赤ちゃんとのふれあい授業や道徳の講師を招い

た授業を行っている。学校からの依頼事業は継続さ

れやすく、自発的な提案事業は継続しにくい。

●起業家体験プログラムとして、考えた商品をプレ

ゼンして決定し、まちなかで販売した。

◆支援本部との連絡が取りにくく苦労している。来

年度は一緒に計画を立てるところからはじめたい。

●ボランティア名簿があり、依頼はスムーズ。名簿

には、同窓生や町会関係者、元ＰＴＡ関係者を含む。

●責任の所在から学校がすべきことは学校がする。

中学校第三分区地域

[対象校] 高三小・大宮小・堀之内小・和田小・

方南小・永福小・済美小・松ノ木小・永福南小・

向陽中・松ノ木中・大宮中・泉南中・和田中・

和泉地区（和泉中・和泉小・新泉小）

[主な意見]
●授業の中では百人一首に取り組んでいて、そのサ

ポートを行った。

●６年生の１日職場体験で、１８事業所への導入を

支援した。事前学習では、海外の日本人の生き方を

テーマに、石油プラントで働いていた方を招いた。

◆月に１回、支援本部との会議を行っている。活動

報告とともに、今後の活動についての話をする。

●依頼を早くしていただけると助かる。また困った

ときは、とりあえず何でも相談して欲しい。

●地域コーディネーター

◆小中学校教員


